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Ⅰ．はじめに

世界的な高齢化の進展やライフスタイルの多様化に

よって、生活習慣病罹患者や要介護者が増加している

現状にある。日本における65歳以上の老年人口は

2016年に27.3%1）であり、さいたま市は22.4%と全国

平均に比べて低いものの、将来推計では高齢者人口の

増加が見込まれている2）。こうした平均寿命の延長に

伴い、退職後の20～ 30年程度の人生設計が求められ

る中で、いかに健康寿命が延長できるかが重要であ

り、そのためには健康管理、社会参加、生涯学習と

いった準備が必要となる。人生の終焉に向けた活動に

ついて内苑3）は、健康寿命が延びる程、高齢期の生活

の可能性が広がり、より豊かな生き方について考え、

充実した人生を歩むきっかけになると論じている。つ

まり、老年期を健康に心豊かに過ごすことが、高齢者
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【要約】

《目的》平成29年度目白大学・さいたま市共催公開講座「健やかに老いる」の成果と今後の課題について検討した。

《方法》参加者35名を対象にアンケートを実施し、公開講座に対する評価は記述統計量を算出し、参加者の意見や感

想等の自由記述は内容分析を行った。

《結果》90％以上の参加者よりプログラムへの満足度を示す回答が得られた。また、分析の結果、【今の時代に合っ

た有意義で興味深いテーマ設定と内容の充実】【楽しく分かりやすく安心して学べる工夫の充実】【大学開催だから

こその内容の拡がりと深さへの希求】【対象である高齢者への配慮の不足】【今の自分の健康と生活を見つめ直す契

機】【健康維持に必要な知識に対する理解の深まり】【自分らしい生活と人生の実現に向けた取り組みへの動機づ

け】【共に学び合える仲間との出会い】の 8 のカテゴリーが導き出された。

《結論》公開講座の短期的な効果として、参加者の生活習慣に対する認識や意識に働きかけ、健康的な生活習慣に向

けた行動変容への動機づけの一因となり得ることが示唆されたた。
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自身および高齢者の健康生活を支援する専門職者の課

題となっている。

さいたま市では、ヘルスプラン21（第 2 次）として、

生活習慣病などの発症や重症化を予防し、健康寿命を

延ばすため、一人ひとりが健康づくりに取り組んでい

る4）。さらに、関係機関が互いに協力し、それぞれの

役割を果たしながら個人の健康づくりを支援する施策

を総合的かつ計画的に推進している。また、文部科学

省によれば、大学は地域や社会の知の拠点として、住

民の生涯学習や多種多様な主体の活動を支えると同時

に、地域や社会の課題を共に解決し、その活性化や新

たな価値の創造への積極的な貢献が求められていると

している5）。こうした現状において、さいたま市と目

白大学は、相互の協力と連携により、地域の課題に迅

速かつ適切に対応し、活力のある個性豊かな地域社会

の形成・発展および学術の振興に寄与することを目的

に、2016年に包括連携協定を締結している。そしてそ

の取り組みの一環として、目白大学保健医療学部およ

び看護学部は、さいたま市との共催での大学公開講座

を開催している。

そうした中で、平成29年度は看護学部看護学科の

老年・在宅看護学領域が公開講座を担当した。本領域

は、加齢現象に伴うネガティブな側面だけでなく、成

長といったポジティブな側面に着目した上で、人生や

生きる意味を見出しながら、健やかなる老いを心豊か

に過ごしていくプロセスを支える看護のあり方を探求

している。こうした老年看護に活用される考え方のひと

つとして、サクセスフルエイジングという概念が提唱さ

れている。これは、「年齢による喪失の衝撃を最小限にく

い止めながら、肯定的な分野拡大の方法を見出し、人生

に納得し満足して過ごしているプロセスとして、加齢変

化に上手く適応するためにいかに自己を調整するかと

いうことに焦点をあてる」と定義されている 6,7,8）。そし

てその要素として、満足、チャレンジ、健康、自負心、

参加、自己保存が明らかにされており 8,9,10）、その中でも

老いを肯定的に受け入れるという意味を含む満足がサ

クセスフルエイジングを生きる第一歩になると論じら

れている11）。加えて、井形12）は、個人差が大きい老化

には良い生活習慣が重要であり、自らの努力で健康づ

くりを介していつまでも若々しく保つことがサクセス

フルエイジングに繋がっていくと指摘している。つま

り、加齢に伴う変化を成長と位置づけた上で、衰退に

よる変化が加速することを予防し、健やかなる老いを

実現するための方法として、健康的な生活習慣を維持

することが重要な要因になると解釈できる。そこで本

公開講座は、加齢に伴う心身の変化に影響を受けやす

い生活習慣である、栄養・食事、運動、認知症予防に

焦点を当てることとした。また大峰ら11）は、これまで

生きてきた自分の人生やそれに対する思いを言語化す

ることは、サクセスフルエイジングをもたらす上での

重要な支援であると論じている。そのため、本公開講

座への参加がサクセスフルエイジングに向けた第一歩

となるよう、講座内容に終活のテーマを組み入れるこ

とにした。

そこで今回は、開催した公開講座の成果、および今

後の課題について、公開講座への参加率、参加者の評

価の分析と、企画者による講座内容と教授方法の達成

状況から検討したので、ここに報告する。

Ⅱ．目白大学・さいたま市共催公開講座の概要

１．公開講座の目的

本講座は、老いることを成長の最終段階に向かって

成熟していくプロセスと捉え、この成熟のプロセス

を、自分らしく「健やかに老いる」ために必要な知識

とスキルを習得する機会を提供し、さいたま市民の健

康寿命の延伸へ貢献することを目的としている。

２．開催日時と所要時間

開催期間は、平成29年 6 月21日から 7 月19日の毎

週水曜日、計 5 日間（6月21日・28日、7 月 5 日・12

日・19日）である。開催時間は13時～ 16時10分で、

90分の講座 2 回を、休憩を挟みながら実施した。

３．公開講座の構成および内容

講座への参加が、健康的な生活習慣に向けた行動変

容への動機づけとなることを期待し、加齢に伴う身体

的・心理的な機能変化に影響を受けやすい生活習慣を

テーマに設定するとともに、講義と演習を組み合わ

せ、結果予期・効力予期の強化、自己効力感の強化を

図った。具体的には、講義では、健康的な生活習慣を

実践することにより得られる利益に対して理解を深め

るよう知識の習得を支援した。演習では実技体験の場

を提供し、自信の強化を目指すとともに、参加者同士

が一緒に取り組み交流できる活動を取り入れ、人間関

係の構築を図った。また、毎回の講座終了時には、次
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回までの 1 週間で達成可能な健康づくりに関する行動

目標を立案してもらい、翌週に達成状況を共有した。

（１）第 1・2 回「健やかに老いるとは」

老いは成長のプロセスであり、健やかに老いるため

に生活習慣を整えることの重要性を示した。演習で

は、健康チェックを行い、健康指標として身長、体組

成、血圧、骨密度を、ライフスタイルを振り返る指標

として日本語版健康増進ライフスタイルプロフィール

とSF-8 を測定した。測定結果を把握することで、参加

者が心身の健康状態と生活習慣との関連を思考すると

ともに、受講継続の動機づけとなるよう構成した。

（２）第 3・4 回「健口で健康に」

食事の意義、栄養状態の評価、加齢が摂食嚥下に及

ぼす影響、嚥下体操についての講義・演習を実施した。

講義にて、自らが健康を守る主体であることを意識づ

け、生活の一部である医食同源に注目させることで、

健口に向けた取り組みを動機づけるとともに、演習を

通して実行する意欲と自信を強化するよう留意した。

（３）第 5・6 回「ロコモ・フレイル予防」

ロコモ・フレイルの知識、フレイル予防の運動、ロ

コモ度の測定などの講義・演習を行った。また、オリ

エンテーリングで楽しく運動を行うとともに、参加者

同士の関係性を構築する動機づけとなるよう構成し

た。

（４�）第 7・8 回「認知症を予防したい、認知症にな

ってもいきいきと生きたい」

認知症の病態、認知症の方が生きている世界につい

ての講義と、認知症の早期発見のためのチェックリス

ト、予防のための伝言ゲームや手指体操などの演習を

通して、日常生活の中で楽しみながら予防行動を実行

する意欲と自信を強化するよう留意した。

（５�）第 9・10回「終活はいつから始める?　今でし

ょう」

終活についての講義と演習を実施した。スターティ

ングノートは、これまでの自分や人生を振り返り、自

分らしい健やかな人生に向かって歩む計画を描くこと

に繋がるといった意義・活用法と、楽しみながら作成

できるものであることを説明し、作成することへの価

値づけと動機づけを強化するよう留意した。

また、初回講座での計測結果と講座全体を振り返る

ことで、学んだ内容や受講している時に感じた思いを

想起させ、講座終了後も継続して健康的な生活を送っ

て頂くための意識づけができるよう留意した。

４．研究方法

（１）対象

平成29年度目白大学・さいたま市共催公開講座「健

やかに老いる」参加者。

（２）データ収集方法

講座の各回終了後、参加者全員に対して無記名のア

ンケート用紙を配布した。調査内容は、所要時間の適

切さ、内容の分かりやすさ、満足度、講座に対する意

見と感想であり、回答は 5 分程度で可能なものとし

た。

（３）データ分析方法

質問紙の回答は項目ごとに記述統計量を算出し、自

由記述は内容分析を行った。具体的には、公開講座に

対する意見や感想の記述を記録単位とし、内容がひと

つの意味を示すよう、文脈に留意しながら記述を区

切った。次に個々の記録単位について、共通性を検討

しながら類型化を繰り返し、サブカテゴリー、カテゴ

リーを導き出した。

（４）倫理的配慮

質問紙は無記名式とし、個人が特定されないよう留

意した。また質問紙への回答の有無は自由であり、机

上に置いて退室することで調査協力の同意が得られた

と判断した。なお、目白大学倫理審査委員会の審査を

受け、承認されている（倫理審査承認番号17-012）。

Ⅲ．公開講座アンケートの結果

１．参加者の概要（表１）

公開講座への参加者は、さいたま市在住の35名で、

性別は男性12名（34.3%）、女性23名（65.7%）であっ

た。また、無回答 1 名を除く34名の概要については、

年 齢 は50歳 代 が 3 名（8.6%）、60歳 代 が11名

（31.4%）、70歳 代 が18名（51.4%）、80歳 代 が 2 名

（5.7%）であった。
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２．公開講座への参加率（表2）

参加率は、第 1・2 回が33名（94.3%）、第 3・4 回

が32名（91.4%）、第 5・6 回が34名（97.1%）、第 7・

8 回が30名（85.7%）、第 9・10回が34名（97.1%）で

あった。

３．公開講座に対する参加者の評価

（１）プログラムの所要時間の適切さ（表３）

プログラムの所要時間の適切さについて、「適切で

ある」「どちらかというと適切である」と回答した者を

合わせると、第 1・2 回は31名（93.9%）、第 3・4 回

は32名（100%）、第 5・6 回は32名（94.1%）、第 7・

8 回は28名（93.3%）、第 9・10回は34名（100%）で

あった。「あまり適切ではない」と回答した者は、第

5・6 回の 1 名（2.9%）であった。

（２）講義内容の分かりやすさ（表４）

講義内容の分かりやすさについて、「分かりやすい」

「どちらかというと分かりやすい」と回答した者を合

わせると、第 1・2 回は31名（94.0%）、第 3・4 回は

32名（100%）、第 5・6 回は33名（97.0%）、第 7・8

回は29名（96.7%）、第 9・10回は33名（97.1%）で

あった。第 1・2 回で「やや分かりにくい」と回答し

た者の記述回答では、健康チェックで用いた質問票に

対し、「わからないところがありました。」との意見が

あった。

（３）講義内容に対する満足度（表５）

講義内容に対する満足度について、「満足」「どちら

かというと満足」と回答した者を合わせると、第 1・

2 回は31名（93.9%）、第 3・4 回は32名（100%）、第

5・6 回は34名（100%）、第 7・8 回は29名（96.6%）、

第 9・10回は32名（94.1%）であった。「あまり満足し

表3　各回のプログラムの所要時間の適切さ

　 適切である どちらかというと…
適切である

どちらとも…
いえない

あまり適切…
ではない 適切ではない 無回答

　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）

第1・2回（N=33） 24（72.7） 7（21.2） 1（3.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.0）

第3・4回（N=32） 27（84.4） 5（15.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

第5・6回（N=34） 26（76.5） 6（17.6） 0（0.0） 1（2.9） 0（0.0） 1（2.9）

第7・8回（N=30） 27（90.0） 1（3.3）　 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 2（6.7）

第9・10回（N=34） 28（82.4） 6（17.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

表4　各回の講義内容の分かりやすさ

　 分かりやすい どちらかというと…
分かりやすい

どちらとも…
いえない やや分かりにくい 分かりにくい 無回答

　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）

第1・2回（N=33） 22（66.7） 9（27.3） 0（0.0） 2（6.1） 0（0.0） 0（0.0）

第3・4回（N=32） 24（75.0） 8（25.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

第5・6回（N=34） 27（79.4） 6（17.6） 0（0.0） 1（2.9） 0（0.0） 0（0.0）

第7・8回（N=30） 26（86.7） 3（10.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.3）

第9・10回（N=34） 28（82.4） 5（14.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（2.9）

表2　�各回の参加者数と
参加率

　 N=35

　 n （%）

第1・2回 33 （94.3）

第3・4回 32 （91.4）

第5・6回 34 （97.1）

第7・8回 30 （85.7）

第9・10回 34 （97.1）

表１　参加者の概要

N=35

　 　 ｎ （％）

年齢

50歳代 3 （8.6）

60歳代 11 （31.4）

70歳代 18 （51.4）

80歳代 2 （5.7）

無回答 1 （2.9）

性別

男性 12 （34.3）

　 女性 23 （65.7）
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表5　各回の講義内容に対する満足度

　 満足 どちらかというと…
満足

どちらとも…
いえない あまり満足しない 満足しない 無回答

　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）
第1・2回（N=33） 23（69.7） 8（24.2） 1（3.0） 1（3.0） 0（0.0） 0（0.0）

第3・4回（N=32） 25（78.1） 7（21.9） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

第5・6回（N=34） 29（85.3） 5（14.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

第7・8回（N=30） 22（73.3） 7（23.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.3）

第9・10回（N=34） 25（73.5） 7（20.6） 0（0.0） 1（2.9） 0（0.0） 1（2.9）

表6　講座に対する意見と感想

カテゴリー サブカテゴリー 記録単位数(%)

今の時代に合った有意義で興味深
いテーマ設定と内容の充実

今の時代に合った興味深いテーマ設定であった
	 28	（16.2）

全体を通して楽しく有意義な講座であった

楽しく分かりやすく安心して学べ
る工夫の充実

楽しく学び、体を動かす工夫がされていた

	 39	（22.5）

飲み物やタオル、氷等の配慮が良かった

対応が親切・丁寧で質問しやすかった

これからも使える資料の工夫がされていた

プランと進行が良かった

大学の環境の素晴らしさを再認識できた

大学開催だからこその内容の拡が
りと深さへの希求

もう少し幅広く詳しい内容が知りたかった
	 10	（5.8）

大学開催だからこその配慮がほしかった

対象である高齢者への配慮の不足

高齢者だからこその配慮がほしかった

	 16	（9.2）

講座内容や質問紙が難しかった

説明を理解したり、ゆっくり考える時間を取ってほしい

質問の時間を取ってほしい

休憩時間を多く取ってほしい

講義の方法を工夫した方が良い

今の自分の健康と生活を見つめ直
す契機

加齢変化を伴う今の自分の健康状態や生活が確認できてよか
った 	 23	（13.3）
健康の大切さを痛感した

健康維持に必要な知識に対する理
解の深まり

専門的な知識に対する理解が深まった
	 10	（5.8）

健康を維持する方法が理解できた

自分らしい生活と人生の実現に向
けた取り組みへの動機づけ

健康的な生活のために、学んだことを取り入れ実践していき
たい 	 35	（20.2）
自分らしい人生を生きていく糧が養われた

共に学び合える仲間との出会い
仲良く協力し合いながら学ぶ、楽しく有意義な時間だった

	 12	（6.9）
他の人が人生を頑張っている姿を見られた

	 計  173	（99.9）

ない」と回答した者は、第 1・2 回、第 9・10回に 1

名ずつであった。

（４）講座に対する意見と感想（表６）

公開講座に対する意見と感想に関する自由記述の内

容分析を行った結果、173の記録単位が抽出され、類

似する内容ごとにまとめると、8 のカテゴリーと、24

のサブカテゴリーが導き出された。内容は表 6 に示す

とおりであり、以下に、カテゴリーごとの概要を示し

ていく。なお、カテゴリーを【】、サブカテゴリーを
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体計測や講義・演習を通して、まずは<加齢変化を伴

う今の自分の健康状態や生活が確認できてよかった

><健康の大切さを痛感した>と評価していた。

【健康維持に必要な知識に対する理解の深まり】で

は、テレビや新聞では得られなかった、新たな<専門

的な知識に対する理解が深まった><健康を維持する

方法が理解できた>と評価していた。

【自分らしい生活と人生の実現に向けた取り組みへ

の動機づけ】では、<健康的な生活のために、学んだ

ことを取り入れ実践していきたい>と考えることに加

え、これからの生き方や生活を見つめ直し、自分を変

えていく良い機会となり、<自分らしい人生を生きて

いく糧が養われた>ことを実感していた。

【共に学び合える仲間との出会い】では、演習やオリ

エンテーリングなどのグループワークを通して、<仲

良く協力し合いながら学ぶ、楽しく有意義な時間だっ

た>と評価していた。また、講座内で他の参加者が健

康的な日常生活や介護、趣味活動やボランティアなど

に取り組んでいる姿を通して、<他の人が人生を頑

張っている姿を見られた>ことが原動力となってい

た。

Ⅳ．公開講座の評価および今後の課題

公開講座は、参加者が講座に参加することを通し

て、健康的な生活習慣に向けた行動変容への動機づけ

になることを期待し、内容を企画した。その成果を参

加率、参加者の評価、および講座内容と教授方法の達

成状況の振り返りの結果を踏まえ、考察を加える。

参加者は70歳代が32.4%と最も多く、次いで60歳

代、50歳代であった。厚生労働省の「健康意識に関す

る調査」によれば、健康のために積極的にやっている

ことや注意を払っていることがある、もしくは生活習

慣に気をつけている人の割合は世代によって差があ

り、20歳～ 39歳では44.8%、65歳以上では69%と、高

齢者の方がより健康に気をつけていることが明らかと

なっている13）。加えて、「健やかに老いる」をテーマ

に、加齢に伴う心身の変化に影響を受けやすい生活習

慣である栄養・食事、運動、認知症予防と終活に焦点

を当てたことについては、【今の時代に合った有意義

で興味深いテーマ設定と内容の充実】という評価が得

られた。つまり、健康意識が高い年代である60～ 70

歳代の参加者が多く、さらにこれからの人生を自分ら

<>で表す。

【今の時代に合った有意義で興味深いテーマ設定と

内容の充実】では、認知症や終活など<今の時代に

合った興味深いテーマ設定であった>ことに加え、<

全体を通して楽しく有意義な講座であった>と評価し

ていた。

【楽しく分かりやすく安心して学べる工夫の充実】

では、<これからも使える資料の工夫がされていた>

ことに加え、講義内で動画を使用したり、体を動かす

演習や唱歌を取り入れたことによって、<楽しく学

び、体を動かす工夫がされていた>と評価していた。

全体の進行やその上での配慮については<プランと進

行が良かった>と評価するとともに、講義やオリエン

テーリングなどにおいて<飲み物やタオル、氷等の配

慮が良かった>や、スタッフの人数も多く配置してい

たため<対応が親切・丁寧で質問しやすかった>と記

述されていた。また、大学での公開講座であり、オリ

エンテーリングの演習を取り入れたことによって、<

大学の環境の素晴らしさを再認識できた>との意見も

挙げられた。

【大学開催だからこその内容の拡がりと深さへの希

求】では、<もう少し幅広く詳しい内容が知りたかっ

た>として、骨粗鬆症や加齢に伴う心理的な変化、薬

やサプリメントの使用法といった講座の開催希望が挙

げられた。また、学生との交流の場を設けるなど<大

学開催だからこその配慮がほしかった>とする意見が

記述されていた。

【対象である高齢者への配慮の不足】では、認知症の

疾患に関する講義や、健康的なライフスタイルを振り

返るための質問票などに対し、<講座内容や質問紙が

難しかった>という意見や、講義内で標本を活用した

り、英語ではなく日本語で説明してほしいといった<

講義の方法を工夫した方が良い>との指摘がなされ

た。また、講義内容や説明をゆっくり考えたり、不明

な点を理解するために<説明を理解したり、ゆっくり

考える時間を取ってほしい><質問の時間を取ってほ

しい>という意見や、講義時間が長いために<休憩時

間を多く取ってほしい>との要望が挙げられた。演習

においては、オリエンテーリングのコースが高齢者に

とっては複雑かつ長距離であったこと、身体計測時に

靴ベラを準備していなかったために<高齢者だからこ

その配慮がほしかった>という意見が挙げられた。

【今の自分の健康と生活を見つめ直す契機】では、身
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しく、健やかに生きていきたいというニーズに合致し

たことが、継続した講座への参加と、講座への高い満

足度に繋がったと考えられる。

また、公開講座への参加が健康的な生活習慣に向け

た行動変容に及ぼした影響については、初回の身体計

測などを通して、<加齢変化を伴う今の自分の健康状

態や生活が確認できてよかった><健康の大切さを痛

感した>と評価しており、まずは【今の自分の健康と

生活を見つめ直す契機】となっていたことが明らかと

なった。そして、全 5 回の講座への参加を通して、改

めて大切さを実感した、自らの健康を維持・増進させ

るための<専門的な知識に対する理解が深まった><

健康を維持する方法が理解できた>とする、【健康維

持に必要な知識に対する理解の深まり】を実感してい

た。さらに、獲得した知識を<健康的な生活のために、

学んだことを取り入れ実践していきたい><自分らし

い人生を生きていく糧が養われた>と評価するなど、

【自分らしい生活と人生の実現に向けた取り組みへの

動機づけ】へと繋がっていた。このように、公開講座

への参加を通して、自らの生活や健康管理方法を振り

返り、生活習慣の改善点などを思考したことを契機

に、健康を維持・向上させるための知識の獲得や、習

得した知識を生活の中に取り入れようとする行動の動

機づけに繋がったと考えられる。つまり、短期的な効

果として、参加者の生活習慣に対する認識や意識に働

きかけ、健康的な生活習慣に向けた行動変容への動機

づけの一因となり得ることが推察される。特に、講義

を通して、健康を維持しながら健やかに老いるために

必要な知識とスキルを教授し、自らが健康を守る主体

であることを意識づけるとともに、演習を通して、日

常生活の中で楽しみながら予防行動を実行する意欲と

自信を強化するという教授方法の効果が得られたので

はないかと考えられる。しかし、「健康的な生活を送る

ためにすること計画」を作成し、各回の講座を通して

自らが立案した短期目標の達成度を発表することで、

参加者同士が互いに励まし合う流れを作り、実行する

意欲を強化できるよう企画したが、各回での実施がで

きなかった。これについては、講座の時間配分やグ

ループワークの形式等を検討する必要があると考えら

れる。

また、参加者同士が励まし合う関係の構築を目指

し、「ロコモ・フレイル予防」におけるグループ毎のオ

リエンテーリング、「認知症を予防したい、認知症に

なってもいきいきと生きたい」におけるチーム対抗で

の脳トレなどの演習を取り入れた。その結果、<仲良

く協力し合いながら学ぶ、楽しく有意義な時間だった

><他の人が人生を頑張っている姿を見られた>と評

価するなど、【共に学び合える仲間との出会い】の機会

と場となっていたことが導き出された。新保14）は、高

齢者にとって今日行く所と、今日する用事があること

が、高齢者が最後の日を迎えるため死ぬまで元気で活

動できることに繋がるとしている。その中でも、高齢

者学習という学習支援システムは、高齢者が外に出か

ける機会を作り、人間関係作りや地域コミュニティの

形成の重要な契機となるとともに、身近な地域におい

て仲間と一緒に元気で活動できることは、高齢者の人

生を豊かにすると指摘している。また、行動変容のプ

ロセスはソーシャルサポートによって強化される15）

という観点に立てば、参加者にとって、講座に行くと

いう目的が外に出ていく機会となり、さらに同じ目的

で集った仲間と一緒に学修することが、よりよい生活

習慣に向けた行動変容への動機づけの一因になり得る

と解釈できる。さらに、こうした目的を共にする仲間

との人間関係作りが、元気に活動することや、高齢者

の人生を豊かにすることに繋がっていくことが推察さ

れる。

しかし、生活習慣は長い年月をかけて確立していく

ものであり、5 日間の講座に参加することが、行動変

容に繋がることは困難である。また、栄養・食事、運

動、認知症予防といった生活習慣に焦点を当てたもの

の、180分の講義・演習では時間的な制約があり、参

加者からも骨粗鬆症や認知症など<もう少し詳しい内

容が知りたかった>、加齢に伴う心理的な変化、薬や

サプリメントの使用法といった講座の開催希望が挙げ

られた。そのため、行動変容という長期的な効果を得

るためには、参加者への継続的な支援が必要であると

考えられる。また、サクセスフルエイジングの達成と

いう観点に立てば、健康で生きがいを持ち、満足な人

生を送ることを目指すことが、向老期にある中高年者

にとっても重要なテーマであると論じられている16）。

しかし、国民生活に関する世論調査によれば、現在の

生活に対する満足度と充実感が最も低いのが50歳代

である13）。つまり、健康意識の高い高齢者に加え、

QOLの高い充実した高齢期を目指す段階にある、中年

期にある者へと対象を拡大していくことが、サクセス

フルエイジングの実現のためには必要であると考えら
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【Abstract】

Objectives: The outcome and future issues with regard to an open college on “successful aging,” organized by 

Saitama City and offered in 2017 at Mejiro University, were examined.

Methods: A questionnaire survey was administered to 35 participants, and descriptive statistics were computed to 

effect an evaluation of the open college. Further, a content analysis of the participants’ unrestricted comments 

describing their opinions and thoughts was performed.

Results: The responses indicated that approximately 90% of the participants were satisfied with the program. 

Additional analysis resulted in the emergence of eight categories: a fruitful and interesting theme fit with the 

time; a class to be able to attend while enjoying; the desire for wide-ranging and comprehensive content that 

could only be provided by an event held by a university; the lack of consideration for the elderly, who are the 

target audience; an opportunity to reevaluate one’s own current health and lifestyle; a deeper understanding 

of the knowledge required to maintain one’s health; the motivation to make the effort to create a life, as well 

as lifestyle, that is suitable; and an opportunity to meet people with whom and from whom one can learn.

Conclusions: It could be suggested that an increase in the awareness of the participants with regard to their 

lifestyles and habits was a short-term effect of the program. The course also motivated participants to imbibe 

behaviors that favored a healthier lifestyle.

Keywords : �open college, successful aging, health education
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